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ニュースレターの創刊にあたって：城西国際大学ではこのたび、教育研究活動に関する情報を発信するNewsletterを発行する運びとなりました。
毎号、全7学部共通のキーワードを軸に研究者たちの多様な取り組みを紹介します。

マスク着用ルールの緩和に続き、５月には新型コロナの感染症法上の位置づけが「5
類」に移行されるなど、「アフターコロナ」へのシフトがいよいよ本格化し始めま
した。この新しい社会を私たちはどう捉え、どのように行動すればよいのでしょう
か。城西国際大学の研究者が、それぞれの専門領域の立場から考察・予測します。

Highlight

「フィールドワークで町の魅力再発見 地域振興戦略を観光協会に提案」

観光学部 観光学科 教授 多田 充

観光開発

Topics

「入国制限撤廃で外国籍の子急増 日本語教育の支援急務」

国際人文学部 国際交流学科 教授 林 千賀

外国人移住者

「守れ、里山の希少生物 学生のフィールド教育も再開」
経営情報学部 総合経営学科 教授 国武 陽子

地域環境保全

「XR技術、孤立感低減するオンライン授業への活用を模索」

メディア学部 メディア情報学科 教授 中嶋 正夫

X R 

「公私連携幼保連携型認定こども園の活用 ～教育・研究の場として」

福祉総合学部 福祉総合学科 教授 倉田 新

保育・幼児教育

「増える外国人患者 薬剤師の窓口対応に異変も」

薬学部 医療薬学科 助教 溝口 優

薬剤師

「コロナ禍で失われた触れ合い ドッグセラピーがもたらす効果に注目」

看護学部 看護学科 准教授 柚山 香世子

メンタル

今号のテーマ

アフターコロナ始動

城西国際大学



Highlight

「公私連携幼保連携型認定こども園の活用
～教育・研究の場として」

福祉総合学部 福祉総合学科 教授 倉田 新

保育・幼児教育

＜専門分野・研究テーマ＞
保育学、児童福祉学、保育思想、保育内容環境、
保育マネジメント、食育、食農 文化

急増する外国人移住者の子どもたちへの日本語教育を支援
しています。千葉県山武市では特にスリランカ国籍を持つ住
民がコロナ前から倍増しました。日本語ができない子も多く、
その対策が急務となっています。昨年3月には同市からの要請
で小学校教諭を対象に日本語の指導法を紹介するワーク
ショップを行いました。ゼミの学生たちは、コロナ禍ではで
きなかった実践学習の場として、昨夏から同市内の小中学校
を訪れ、外国籍の子どもたちが楽しく日本語を学べるように
と、カルタや習字などを取り入れた交流会を行い、日本語教
育支援に貢献しています。こうした活動も契機となり、今年1
月には同市と本学の間で外国人児童生徒の日本語教育支援に
係

Topics

「入国制限撤廃で外国籍の子急増
日本語教育の支援急務」

国際人文学部 国際交流学科

教授 林 千賀（はやし ちが）

外国人移住者

「守れ、里山の希少生物
学生のフィールド教育も再開」

経営情報学部 総合経営学科

教授 国武 陽子（くにたけ ようこ）

地域環境保全

＜専門分野・研究テーマ＞
日本語教育、第二言語習得
論、語用論

里山に生息する千葉県の最重要保護生物に指定されている
両生類「トウキョウサンショウウオ」が山武地域では激減し
ています。また遺伝的にも固有の集団であることが我々の調
査で明らかになりました。急減の原因は耕作放棄による里山
の荒廃と外来種による捕食です。
農耕文化によって創出された里山は自然と人の共生のモデ

ルと言われています。コロナ禍で屋内に籠りがちな子どもた
ちにとって貴重な学びの場であり、地域の大切な自然資源で
す。この春から山武市・東金市の行政機関、市内の小中学校、
千葉県農業大学校等と連携し、地域の子どもたちも参加する
地域ぐるみの希少種保全活動が開始されます。

＜専門分野・研究テーマ＞
生態学、地域生態系保全、生物間相互作用

▲東金国際こども園建設イメージ図。2024年開
園のこども園を総合監修。地域・国際交流な
どさまざまな仕掛けをデザイン

▲山武市の小学校教諭を対象に行った日本語
指導法のワークショップの様子

▲東金市の小学生を対象に行っ
たトウキョウサンショウウオ
観察教室

＜キーワード＞
保育所・幼稚園経営、保育所民営化、保育の質の
向上、待機児問題、育児支援、保育所設計、幼児
教育、認定こども園、園庭デザイン、食育食農、
医療的ケア、障がい児保育、キャリア教育、経営
コンサルタント

親や先生の表情を眼元だけで判断し、
コミュニケーションしていたことにな
ります。乳幼児は本来、大人の口元を
見て反射的に笑いますが、マスクをし
た状態ではその感知力が発達しにくい
のです。これがその後の言語能力の発
達にどう影響してくるか、これからの
研究で明らかになっていくでしょう。

千葉県東金市に2024年、私の運営
する社会福祉法人が公私連携 幼保連
携型認定こども園を開設します。この
こども園の建設にあたっては、本学と
も密接に連携し、園庭は本学観光学部
の教員が、造園学や園芸療法論の視点
でプロデュースします。また、保育士
や幼稚園教諭を志す福祉総合学科子ど
も福祉コースの学生には、どうしたら
子どもたちの創造性を伸ばせるのかと
いったテーマで教室作りのアイデアな
どを提案してもらいました。開園後も
本学と連携し、同コースだけでなく福
祉総合学部理学療法学科や看護学部看

保育をデザインすることは未来の日
本をデザインすることでもあります。
そうした視点で子どもにとっての最善
の利益を中心に据えながら、保育を総
合的に研究しています。また、大学の
研究者と並行し、社会福祉法人の事務
総長として14の認可保育所等を運営
しながら、現場で起きるさまざまな問
題について、学際的に分析し解決の糸
口を探っています。

コロナ禍によって、子どもたちが接
する大人の顔はマスクで覆われました。

▲福祉総合学科子ども福祉コースの保育演習

＜キーワード＞
日本語教員養成、異文化間
コミュニケーション、SDGs

＜キーワード＞
地域生態系、環境保全、生物多様性、絶
滅危惧種、環境教育、里山、トウキョウ
サンショウウオ

く ら た あらた

護学科の学生の実習や臨床研究の場と
して、また留学生と子どもたちが触れ
合う国際交流のフィールドとして活用
していきたいと考えています。

今号のテーマ

アフターコロナ始動

希少種の保全をきっかけにし
て、地域の宝である豊かな里山
を皆で守り活用する取り組みに
積極的に取り組んでいきます。トウキョウ

サンショウウオ

係る連携協定も締結されま
した。外国人移住者は今後
も増え続け、支援の必要性
は益々高まっていくでしょ
う。



現実世界と仮想世界を融合した画像処理技術「XR（クロス
リアリティ）」は、VR（仮想現実）、AR（拡張現実）、MR
（複合現実）の総称で、エンターテイメント分野を中心に活
用されてきました。アフターコロナのフェーズでは、このXR
技術を教育のツールとして活用し、定着させることを考えて
います。例えば、教室に360度全天球カメラを設置し、オンラ
イン参加者がゴーグルを着け、対面授業を受けている感覚で
受講できるようなメタバース作りなどを模索しています。こ
れにより、オンライン受講での孤立感を低減できます。ただ
し、長時間ゴーグルを着け続けるのは疲れますので、並行し
て、肉体的負担を軽減して没入感を得られるような表示方法
を検討しています。

「XR技術、孤立感低減する
オンライン授業への活用を模索」

メディア学部 メディア情報学科

教授 中嶋 正夫（なかじま まさお）

X R

「増える外国人患者
薬剤師の窓口対応に異変も」

薬学部 医療薬学科

助教 溝口 優（みぞぐち まさる）

薬剤師

＜専門分野・研究テーマ＞
知的教育支援システム、マ
ルチメディア教材、モバイ
ルアプリケーション、人工
知能

外国人患者にも適切な服薬指導を行える薬剤師向けのツー
ルの開発を進めています。具体的には、薬局で話される数百
パターンの会話について、機械翻訳による英語や中国語など
への翻訳精度を調査し、誤翻訳を防ぐための注意事項をまと
めたガイドを作成しております。作成したガイドには外国製
医薬品の鑑別手順なども併せて記載し、調剤薬局へ無償で配
布しています。厚生労働省によると、日本で働く外国人労働
者数は、2022年10月時点で182万人余りとなり、過去最多を
記録しました。この増加傾向はコロナ後も続き、調剤薬局を
訪れる外国人患者もさらに増えると予想されます。我々の作
成したガイドが外国人患者の安心につながるツールとして、
薬剤師に活用されることを期待しています。

＜専門分野＞
医療薬学、集中治療学
＜研究テーマ＞
医薬品の副作用防止を目的
とした臨床研究

エコツーリズム、教育ツーリズムなど、自然や農業といっ
た地域環境資源を活用したまちおこし、観光開発に取り組ん
でいます。昨年は成田国際空港に隣接する千葉県芝山町で
フィールドワークを行い、日本人学生や留学生の視点からの
観光戦略を同町観光協会に提案しました。こうした活動が評
価され、今年3月、同町と本学は包括連携協定を締結し、連携
を深めていくことになりました。今年は同町で都内中学校に
よる稲作体験活動を支援し、田んぼを体験学習の場とするプ
ロジェクトを始めます。コロナ後の人流復活をその地域なら
ではの交流活動、例えば都心と地元の中学生同士や住民との
ふれあいに発展させていきたいと考えています。

「フィールドワークで町の魅力再発見
地域振興戦略を観光協会に提案」

観光学部 観光学科

教授 多田 充（ただ みつる）

観光開発

「コロナ禍で失われた触れ合い
ドッグセラピーがもたらす効果に注目」

看護学部 看護学科

准教授 柚山 香世子（ゆやま かよこ）

メンタル

＜専門分野・研究テーマ＞
環境緑地学、造園学、環境
心理学、環境教育学、園芸
療法論

ドッグセラピーは、犬との触れ合いを通した心身のリハビ
リテーション・治療方法として1970年代に欧米で普及しまし
た。国内の医療施設で専属として働くセラピードッグはまだ
少ないのですが、最近は訪問型のドッグセラピーが盛んに
なってきました。本学では2017年から授業の一環として、地
域のNPO法人や児童養護施設、企業と連携しながら、子ども
の心のケアとしてのドッグセラピーの効果を検証し、コロナ
流行下の3年間も継続してきました。セラピードッグとの関わ
りによって子どもの感情が穏やかになった事例や人への関心
を高める契機となった事例もあります。コロナ禍では外部と
の接触が減ったことによるメンタルヘルスへの影響がありま
すが、子どもの傷ついた心を癒すセラピードッグの存在は子
ど

＜専門分野・研究テーマ＞
小児看護学

▲中嶋教授のゼミ生たちが制作中のバーチャル
キャンパスツアー画像

▲外国人患者への服薬指導のための
「Google翻訳」活用ガイド

▲稲作体験活動を環境教育コンテンツとして磨き
上げ、教育ツーリズムに適用

▲ドッグセラピーを体験する看護学部の学生

＜キーワード＞
プログラミング、ゲーム制
作、VR、AR、MR、XR、
IoT、知的教育支援システ
ム、人工知能、マルチメ
ディア検定

＜キーワード＞
グローバル化、国際化、多
言語、人種差、ファーマコ
ゲノミクス、薬剤師業務

＜キーワード＞
アニマルセラピー、ドッグ
セラピー、セラピー犬

＜キーワード＞
自然資源、食農、自然環境
の保護と利用創出

今号のテーマ

アフターコロナ始動

どもたちの健康な成
長・発達の力を引き出
す手立ての一つとなる
と考えています。



J I U N E W S D I G E S T
城西国際大学の最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

本学の取り組みが私立大学等改
革総合支援事業の「地域社会の
発展への貢献」に選定

文部科学省と日本私立学校振興・共済
事業団が共同実施する「私立大学等改革
総合支援事業※1」のタイプ３「地域社
会の発展への貢献（地域連携型）※2」
に、本学の地域連携の取り組みが選定さ
れました。この事業は、大学等が自らの
特色・強みや役割を明確化し、改革に取
り組むことを支援するもので、206大学
が申請し、58大学が選ばれました。
本学では、千葉東金キャンパス周辺の

東金市、山武市、大網白里市、九十九里
市といった自治体との連携を中心に、地
域連携推進センターを拠点に様々な活動
を行っています。教育課程に関する意見
聴取や包括連携協定締結、講師派遣、人
材育成協力など、地域社会との交流のほ
か、学生を巻き込んだ活動も評価されま
した。
今後は、東京紀尾井町キャンパスを含

め、地域連携活動にさらに注力し、地域
社会と密接に連携しながら、社会に貢献
することを目指していきます。

※1 私立大学等改革総合支援事業は、文部科
学省が「Society5.0」の実現に向けた特色あ
る教育研究の推進や、地域社会への貢献、イ
ノベーションを推進する研究の社会実装の推
進など、特色・強みや役割の明確化・伸長に
向けた改革に全学的・組織的に取り組む大学
等を重点的に支援するものです。
※2 同事業におけるタイプ3「地域社会への
貢献」（地域連携型）とは、地域と連携した
教育課程の編成や地域の課題解決に向けた研
究の推進など、地域の経済・社会、雇用、文
化の発展に寄与する取組を支援するものです。

「国際」などを冠した大学で作る「国
際大学間の未来ネットワーク」は3月3
日、本学東京紀尾井町キャンパスで「第
3回国際大学フォーラム」を開催しまし
た。同ネットワークは2019年に発足し、
本学と関西国際大学（兵庫県）、九州国
際大学（福岡県）が加盟しています。今
回は「外国人留学生の輝く未来のために
－多様性社会に求められるキャリア支援
－」をテーマに、日本で学び、日本での
就職を希望する外国人留学生を取り巻く
環境や、大学が対応すべき問題、オール
ジャパンで取り組むべき課題解決などに
ついて議論されました。
基調講演を行った日本学生支援機構理

事長代理の矢野和彦氏は、外国人留学生
の日本国内での就職率が60％を下回っ
ていることを指摘し、留学生への情報提
供の不足を問題視。また、関西国際大学
の濱名篤学長は、留学生に求められる学
習機会や学修成果について講演し、日本
語力や日本の文化・習慣への対応、アル
バイトとの両立などが課題であることを
指摘しました。また、留学生を採用して
いる企業側の理由についても触れ、政府
が日本への留学促進およびその就職支援
策を展開する必要性を訴えました。後半
では、留学生比率が高い大学として知ら
れる立命館アジア太平洋大学の伊藤健
志・東京オフィス所長と、留学生を積極
的に採用している株式会社コメリの採用
グループリーダー 山本剛史氏が、各々
の立場から意見を述べ、活発な討論が繰
り広げられました。

本学大学院国際アドミニストレーショ
ン研究科は、2月4日と11日の2日間、
都内在勤・在学者20名を対象に「イン
バウンド×マーケティング×データサイ
エンス」をコンセプトとしたフィールド
ワークと発表会を行いました。このイベ
ントは、アフターコロナにおける新しい
観光の可能性について理解を深め、観光
業の今後の発展を促進することを目的と
しており、東京都産業労働局の「都民の
観光振興への理解促進事業」の支援を受
けて行われました。
初日の 2月 4日は、オンラインで

ニューヨークと繋ぎ、マンハッタンの名
所などを巡るバーチャルツアー体験から
スタート。続く本研究科教員によるデー
タサイエンスと観光マーケティングの講
義の後、参加者は3チームに分かれ、新
大久保、吉祥寺、柴又の3地域でインバ
ウンド観光客増加の提案に向けたフィー
ルドワーク調査を行いました。
2日目の11日には、まず1日目の観光

データの分析と共に、各地域のインバウ
ンド集客戦略をまとめ、提案の準備を進
めました。続いて、提案の審査員でもあ
る本学大学院国際アドミニストレーショ
ン研究科修了生で現在は航空・旅行アナ
リストとして活躍する鳥海高太朗氏およ
び元日本航空社長で昨年度まで本学観光
学部長を務めた西松遙氏の2名が講演。
最後に3チームの最終発表が行われ、
「寅さん」のアニメ化や昭和コンテンツ
体験といった斬新な提案が評価されて
「柴又チーム」が優勝しました。

留学生のキャリア支援につい
て討論 「国際大学間の未来
ネットワーク」がフォーラム

東京都と連携し観光振興への
理解促進を目的としたフィー
ルドワークと発表会を開催

▲「子育て支援」をテーマに、３市１町と本学で実
施した意見交換会（2022年8月）

▲立命館アジア太平洋大学東京オフィス所長 伊藤健
志氏（左）、株式会社コメリ採用グループリー
ダーマネジャー 山本剛史氏

▲新大久保の観光振興に向けた提案の発表（左）、
吉祥寺エリアでのフィールドワーク

本学は千葉県東金市と東京都千代田区にキャンパスを持ち、７学部９学科、
大学院７研究科、１別科を擁する総合大学です。医療の現場やビジネスの最前
線、さらには芸能界で活躍する卒業生など、幅広い人材を輩出し、おかげさま
で昨年度30周年を迎えました。これを機に、学外の方々にも教員や学生の活動
をより積極的にお届けすべく、Newsletterを創刊させていただくことと
なりました。
次号以降は教員に限らず、学生たちの特色ある活動もご紹介してまい

ります。ご一読のうえ、ご意見ご要望などを頂戴できますと幸いです。

発行・編集／城西国際大学広報室
発 行 日／2023年4月13日
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https://www.jiu.ac.jp/

＜お問い合わせ＞
城西国際大学 広報室
TEL：0475-55-8860（不在時03-6238-1247）

FAX：0475-53-4660
E-mail： pr1992@jiu.ac.jp

千葉東金キャンパス 〒283-8555  千葉県東金市求名1番地
東京紀尾井町キャンパス 〒102-0094  東京都千代田区紀尾井町3-26
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